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 2021年9月25日（土）、株式会社リバネスが主催・運営するテックプランタープログラムの1部門、「バイ

オテックグランプリ2021」がセンターオブガレージで開催され、フロンティアサイエンス学部の甲元一也教授

のチームであるB-Labが「最優秀賞（起業した際に事業投資500万円を受ける権利あり）」および「AQI賞」

（企業賞：アサヒクオリティーアンドイノベーションズ株式会社）の２つの賞をW受賞いたしました。 

 テックプランターは、リバネスとパートナー企業とが、大学や研究機関、企業の研究所に眠る科学技術の「種」

を発掘し、ビジネスまで芽吹かせ、育てることを目的としたエコシステムであり、バイオテックグランプリは、バ

イオ、ヘルスケア、医療、創薬、医療機器、研究ツール等の技術シーズと起業家の発掘育成を目的としたプログラ

ムとなっています。 

 甲元教授は、ヒトが生きられない環境でも生き抜くことができる生物（極限環境生物）が環境に適応するために

利用する物質（老廃物）の機能に着目し、研究を行っています。その研究を進める中で合成した誘導体の１つが、

細胞内の生体分子の活性や安定性を高める優れた機能を持つことを見出しました。さらに最近、その高濃度水溶液

に、水に溶けない物質を驚くほど高濃度で水に溶かす性質があることを発見しました（特許出願済）。この性質

は、天然物にはなく、甲元教授が見つけた誘導体が持つ優れた機能となります。 

甲元教授は、この誘導体を添加剤として、食品廃棄物からの完全水系、常温常圧での有効成分の抽出を目指して

活動を始めており、本グランプリでは「生物特性を基にした新規添加剤が抽出や合成を変える」のテーマで発表を

行い、最優秀賞を受賞しました。 

 

最優秀賞の受賞理由は、パートナー企業がすぐに試すことができる素材を持っていることに加え、新たな素材や

物質をこれからもどんどん生み出していく基盤技術を構築する可能性に期待できる点であったとのことです。 

 

 

【開発した添加剤水溶液を用いた食品廃棄物（農業残渣、食品加工残渣）からの有効成分の抽出および、添加剤水溶液

の医療（診断薬の検出感度の向上）、化学分野（有害な有機溶媒を使わない化成品の合成）への応用を示した模式図】 

フロンティアサイエンス学部 甲元一也教授が 

バイオテックグランプリ2021において最優秀賞とAQI賞をW受賞しました 



                                      

 

 

＜ご参考ページ＞ 

〇テックプランター 

https://techplanter.com 

 

〇バイオテックグランプリ2021 

https://techplanter.com/biotech/2021/ 

 

〇バイオテックグランプリ2021結果速報 

https://lne.st/2021/09/27/btg2021/ 

 

〇甲南大学フロンティアサイエンス学部 

http://www.konan-first.jp 

 

 

以上 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

プレスリリース配信先：兵庫県教育委員会記者クラブ、神戸市政記者クラブ、大阪科学・大学記者クラブ 

 

≪プレスリリース全体に関するお問い合わせ先≫ 

甲南学園広報部 

〒658-8501神戸市東灘区岡本8-9-1 

電話 078ー435－2314 FAX 078ー435－2546 Email: kouhou@adm.konan-u.ac.jp 

 

≪研究内容に関するお問い合わせ先≫ 

甲南大学フロンティアサイエンス学部 甲元一也（教授） 

電話 078-303-1465 E-mail：koumoto@konan-u.ac.jp 
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